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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融政策の継続を背景に円安、

株高傾向が続き、企業収益の好転や雇用情勢の改善から景気は緩やかに回復基調にありますが、中国をはじめとす

る新興国の景気の減速等による世界景気の下振れ懸念が拡大するなど、先行きは依然として不透明な状況が続いて

おります。

 当社事業の主要分野であります食品業界におきましては、消費税増税による実質賃金が伸び悩み、消費者の節約

志向が続く中、円安による輸入原材料の高騰などにより、経済環境は依然として厳しい状況が続いております。

 このような環境の中で当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）は、引き続き対処すべき課題とし

て

①市場変化への対応

②販売の強化（グローバル化）

③品質管理体制の維持・強化

④環境への取り組み

⑤人材育成

⑥業務改善による全体最適化

を掲げ、企業価値の向上による持続的な発展を目指して、諸施策に取り組んでおります。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、303億28百万円（前年同四半期比4.5％増）となりました。営

業利益は、飲料用途の乳化剤及びサプリメント用途の機能性食材の売上が増加したこと等により、22億24百万円

（前年同四半期比29.1％増）となりました。経常利益は、為替相場の変動による為替差損の計上により、21億62百

万円（前年同四半期比5.4％減）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、関係会社太陽食品（天

津）有限公司の持分譲渡による特別利益の計上及び投資会社Taiyo Food Co.,Ltd.の清算に伴う法人税等の減少に

より、17億３百万円（前年同四半期比18.0％増）となりました。

 

 当第３四半期連結累計期間におけるセグメントの状況は次のとおりであります。

■ ニュートリション事業 

 医療、健康食品及び飲料業界等にカテキン（緑茶抽出物）、テアニン（機能性アミノ酸）、水溶性食物繊維等の

機能性食品素材、ミネラル製剤、ビタミン製剤等を製造、販売しております。

 水溶性食物繊維は、国内の健康食品用途、医療用途が順調に推移し、米国・アジア市場の健康食品用途は伸張い

たしましたが、欧州市場の医療用途は低調となりました。 

 カテキン（緑茶抽出物）は、米国市場のサプリメント用途が伸張し、国内の健康食品用途は順調に推移いたしま

したが、飲料用途は低調となりました。

 ミネラル製剤は、国内、米国・アジア市場が順調に推移いたしましたが、欧州市場は低調となりました。

 テアニン（機能性アミノ酸）は、国内の飲料・サプリメント用途の採用が進み、米国市場のサプリメント用途も

伸張し、大幅に増加いたしました。 

 ビタミン製剤は、国内市場で低調となりました。 

 この結果、売上高は、52億97百万円（前年同四半期比5.2％増）、営業利益は、７億46百万円（前年同四半期比

45.1％増）となりました。 

 

■ インターフェイスソリューション事業

 乳製品、飲料、菓子、パン、加工油脂等の業界、及び化粧品、トイレタリー業界等に、乳化剤、安定剤等の食品

素材、品質改良剤を製造、販売しております。

 乳化剤は、化粧品、トイレタリー用途及び飲料用途が、大幅に増加いたしました。また、一般食品用途は堅調に

推移いたしました。 

 安定剤は、医療食用途が減少し、低調に推移いたしました。 

 この結果、売上高は、102億62百万円（前年同四半期比6.5％増）、営業利益は、13億32百万円（前年同四半期比

23.4％増）となりました。 

 

■ アグリフード事業

 乳製品、飲料、菓子、パン、ハム・ソーセージ、即席めん、農産加工業界等に、鶏卵加工品、たん白素材、即席

食品用素材、フルーツ加工品、農産加工品等の食品素材、品質改良剤を製造、販売しております。

 鶏卵加工品は、粉末卵、液卵加工品ともに伸張いたしました。 

 即席食品用素材は、伸張いたしました。 

 フルーツ加工品は、冷菓用途及びパン用途が増加いたしました。
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 この結果、売上高は、146億42百万円（前年同四半期比2.6％増）、営業利益は、１億41百万円（前年同四半期比

16.8％増）となりました。

 

■ その他 

 料理飲食等の事業を行っております。 

 売上高は、当期から新規事業に参入した事業の売上を計上しており、１億26百万円（前年同四半期比53.5％

増）、営業利益は、３百万円（前年同四半期比54.9％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が前連結会計年度末に比較して26億78百万円増加して、445

億43百万円となりました。主な資産の変動は、受取手形及び売掛金の増加18億56百万円、商品及び製品の増加２億

22百万円、原材料及び貯蔵品の増加８億49百万円、投資有価証券の増加３億40百万円、現金及び預金の減少４億48

百万円です。

 負債は前連結会計年度末に比較して15億89百万円増加して96億３百万円となりました。主な負債の変動は、支払

手形及び買掛金の増加18億98百万円、流動負債その他の増加１億３百万円、固定負債その他の増加１億37百万円、

短期借入金の減少１億30百万円、未払法人税等の減少４億42百万円です。

 純資産は、前連結会計年度末に比較して10億89百万円増加して349億39百万円となりました。これは主に、親会

社株主に帰属する四半期純利益17億３百万円の計上、その他有価証券評価差額金の増加３億５百万円、自己株式の

増加による減少２億91百万円、為替換算調整勘定の減少１億26百万円、配当金の支払による減少５億45百万円によ

るものです。

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の78.3％から76.2％となりました。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 前連結会計年度末において連結子会社でありましたTaiyo Food Co.,Ltd.は当第３四半期連結会計期間末日現

在、清算手続きが結了したため、連結の範囲から除いております。なお、連結範囲除外までの損益計算書につい

ては、連結しております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対

する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結

合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会

計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行

っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,009,161 5,560,749 

受取手形及び売掛金 9,639,621 11,495,816 

商品及び製品 3,268,222 3,490,271 

仕掛品 335,303 336,432 

原材料及び貯蔵品 2,923,208 3,773,111 

その他 606,795 688,115 

貸倒引当金 △20,608 △30,201 

流動資産合計 22,761,704 25,314,296 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,969,434 4,817,934 

土地 6,037,279 6,039,990 

その他（純額） 2,638,673 2,497,017 

有形固定資産合計 13,645,386 13,354,942 

無形固定資産    

のれん 61,373 49,182 

その他 249,981 242,721 

無形固定資産合計 311,354 291,903 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,781,014 4,121,822 

その他 1,383,164 1,477,361 

貸倒引当金 △17,950 △16,950 

投資その他の資産合計 5,146,228 5,582,233 

固定資産合計 19,102,970 19,229,079 

資産合計 41,864,675 44,543,375 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,871,799 6,770,790 

短期借入金 130,807 - 

未払法人税等 494,860 52,464 

賞与引当金 238,696 212,480 

その他 1,265,562 1,369,102 

流動負債合計 7,001,727 8,404,838 

固定負債    

退職給付に係る負債 113,204 134,565 

役員退職慰労引当金 335,175 362,874 

その他 563,904 701,370 

固定負債合計 1,012,283 1,198,809 

負債合計 8,014,010 9,603,648 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,730,621 7,730,621 

資本剰余金 7,918,674 7,918,674 

利益剰余金 19,199,416 20,430,703 

自己株式 △3,533,436 △3,825,031 

株主資本合計 31,315,276 32,254,968 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,035,699 1,341,610 

繰延ヘッジ損益 △12,055 2,322 

為替換算調整勘定 463,680 337,153 

退職給付に係る調整累計額 △13,069 △10,367 

その他の包括利益累計額合計 1,474,255 1,670,719 

非支配株主持分 1,061,133 1,014,039 

純資産合計 33,850,664 34,939,727 

負債純資産合計 41,864,675 44,543,375 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 29,029,875 30,328,120 

売上原価 23,179,662 23,789,422 

売上総利益 5,850,213 6,538,698 

販売費及び一般管理費 4,126,829 4,314,229 

営業利益 1,723,383 2,224,469 

営業外収益    

受取利息 27,046 36,194 

受取配当金 34,455 38,518 

為替差益 467,681 - 

助成金収入 18,549 - 

その他 101,489 37,058 

営業外収益合計 649,222 111,770 

営業外費用    

支払利息 19,138 14,123 

貸与資産減価償却費 10,968 5,267 

為替差損 - 61,995 

持分法による投資損失 48,006 53,431 

その他 9,108 39,288 

営業外費用合計 87,222 174,107 

経常利益 2,285,383 2,162,132 

特別利益    

固定資産売却益 29,003 1,043 

関係会社出資金譲渡益 - 84,260 

その他 - 15,115 

特別利益合計 29,003 100,418 

特別損失    

固定資産除売却損 45,782 23,081 

投資有価証券評価損 2,074 - 

特別損失合計 47,856 23,081 

税金等調整前四半期純利益 2,266,530 2,239,469 

法人税等 675,257 479,057 

四半期純利益 1,591,272 1,760,412 

非支配株主に帰属する四半期純利益 148,188 57,318 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,443,084 1,703,093 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 1,591,272 1,760,412 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 376,538 298,080 

為替換算調整勘定 352,517 △172,023 

退職給付に係る調整額 3,185 2,701 

持分法適用会社に対する持分相当額 70,827 10,646 

その他の包括利益合計 803,070 139,404 

四半期包括利益 2,394,342 1,899,816 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,157,121 1,899,558 

非支配株主に係る四半期包括利益 237,221 258 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
ニュートリショ

ン事業 

インターフェ
イスソリュー
ション事業 

アグリフード 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 5,036,688 9,638,237 14,272,498 28,947,423 82,452 29,029,875 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － － － 

計 5,036,688 9,638,237 14,272,498 28,947,423 82,452 29,029,875 

セグメント利益 514,668 1,079,376 121,044 1,715,089 8,294 1,723,383 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、料理飲食等の事業でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
 
 
 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
ニュートリショ

ン事業 

インターフェ
イスソリュー
ション事業 

アグリフード 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 5,297,137 10,262,191 14,642,190 30,201,519 126,601 30,328,120 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － － － 

計 5,297,137 10,262,191 14,642,190 30,201,519 126,601 30,328,120 

セグメント利益 746,904 1,332,401 141,426 2,220,731 3,737 2,224,469 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、料理飲食等の事業でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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